
DENKYO_Kit 3D設計CAD V-nasClairシリーズ

DENKYO_Kit（デンキョウキット）は、従来の電線共同溝の2次元設計を自動化・高度化することで、品質向上
及び生産性向上を実現した V-nasClair（ヴィーナスクレア）のアドオン製品です。本システムでは、現況地形
サーフェスとMAISETSU_Kit（マイセツキット）等で作成した既設埋設物モデルを利用して平面計画と縦断計画
を同時に行うことで、工期短縮かつ品質の確実化を図ります。

製品特長

1 管路中心線を基準とした正確な縦断計画
本システムでは管路中心線を基準とした縦断計画を行えるため、今までの道路中心線を基準とした2D設計では
正確に行えなかった道路と平行でない区間の縦断計画を正確に行うことができます。

縦断計画時に離隔長領域を表示して、離隔長領域と
干渉する既設埋設物を赤色で表示して確認すること
ができます。

縦断計画に表示される既設管の断面形状は、電線共同
溝の管路中心線上の断面形状が正確に表示されます。

帯情報には、平面曲率と縦断曲率が表示されるため、平面と
縦断の曲率の重なりが視覚的に確認できます。総交角も表示
されるため、現在の平面・縦断曲線を合わせた1径間内の総交
角も視覚的に確認できます。

2 3Dモデルを利用した正確な干渉チェック
特殊部と管路の配置時に掘削領域を表示できます。
掘削領域はモデルとして作図される為、視覚的にも
干渉チェックが行えます。
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3 連系管・引込管モデルの作成
特殊部から任意位置まで管路モデルを
伸ばして、連系管・引込管モデルを作
成することが可能です。

5 横断図・縦断図・平面図の作成
設計した特殊部・管路モデルから、縦断図・横断図を出力することが可能です。特殊部・管路モデルに平面図用
の旗上げを作成することで、平面図として利用することも可能です。

縦断図の出力 横断図の出力 平面図旗上げの作成

横断図出力コマンド、もしくは
V-nasClairの断面取得コマンド
を利用することで、端壁図とし
て利用できる図形の作成も可能
です。

横断図取得 縦断図取得

4 管路モデルの管くずし
複数の管路断面で管路を配置して、片方の管路を途中で
変化させることで管くずしした管路モデルを作成するこ
とも可能です。



あらかじめ地形データを共有しておく
ことで、複数人で並行して設計業務を
進めることができます。分担作業によ
り全体の工期短縮が図れます。

9 道路モデルを利用した電線共同溝設計

ROAD_Kit、交差点設計 for V-nasClair、i-ConCIM_Kitで作成した道路モデルを利用して、DENKYO_Kitの電線共
同溝の設計が可能になります。道路モデルが図面に描かれている場合、特殊部や管路の土被り計算や縦断図・
横断図出力の地盤高に自動で利用されます。

道路モデル・交差点モデルへの
電線共同溝モデル配置イメージ

土被り値の自動取得

土横断図出力結果

7 管路中心線から管路モデルを
自動生成

平面図上に描いてある管路中心線を選択すると、平面
形状を反映した管路モデルを自動生成することができ
ます。使い馴れた汎用機能で管路中心線要素を作成・
編集できる為、管路の分岐や管崩しが多い複雑な管路
モデルの作成も比較的簡単に行えます。

6 複数管路の縦断図出力
複数区間の管路を選択して縦断図を出力することが
できます。並行する管路の作図や、道路中心線の測
点を基準とした縦断図の出力も行えます。

8 協働設計機能



※記載の内容は今後予告なく変更する場合がございます。
※記載の会社名・商品名は各社の商標もしくは登録商標です。

動作環境

Microsoft Windows 11,10  64bit
※Windows動作保証の最新情報はこちら

OS

CPU

メモリ

OSのシステム要件を満たし、問題なく
動作する環境

OSのシステム要件を満たし、問題なく
動作する環境

10GB以上の空き容量 SSDを推奨記憶装置

ディスプレイ

その他

1920×1080以上が表示可能なもの

※必要メモリ等はシステム環境によって異なる場合がありますのでご注意ください。

〒101-0041
東京都千代田区神田須田町1-25 JR神田万世橋ビル

11 掘削土量・埋戻し土量の計算機能
特殊部・管路モデルに対して掘削領域モデルを作成して、掘削土量、埋戻し土量を計算することが可能です。

10 数量表出力機能
殊部・管路モデルの属性情報を集計し、特殊部基数と管路延長の数量表を出力することが可能です。

https://www.kts.co.jp/support/os
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